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教員の公募について（依頼） 

 

拝啓 時下ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 

 さて、このたび本校では、下記により教員を公募することになりましたので、貴機関関係者へご

周知くださいますとともに、適任者のご推薦をいただきたく、よろしくお願い申し上げます。 

敬具 

記 

１.職名及び定員 助教 1 名 

２.所属学科 電子機械工学科 

３.専門分野 機械工学または電気電子工学 

４.担当科目    実験実習、機械工学または電気電子工学 

５.応募資格 次のいずれにも該当する者 

 (1) 博士の学位を有する者（着任時までに取得見込みの者を含む）または、 

着任後 2 年以内に博士の学位取得の見込みの者 

         (2) 年齢が 35 歳以下の者（雇用対策法施行規則第 1 条の 3 第 1 項第 3 号のイ

の適用により長期勤続によるキャリア形成を図るため） 

         (3) 高専のものづくり教育が出来る者、実験実習が出来る者、卒業研究が

担当出来る者 

 (4) 高等専門学校の教育、学生指導（クラブ活動、寮生指導等）に熱意を持ち、 

研究活動に意欲のある健康な者 

６.採用予定日 令和 2 年 4 月 1 日 

７.必要書類 (1) 履歴書（様式 1） 

 (2) 著書・論文等一覧（口頭発表も含む）（様式 2）  

 (3) 主要著書・論文等の概要（様式 3） 

 (4) 主要著書・論文の別刷（5 件以内） 

 (5) 教育業績一覧（校務内容、課外活動等）（様式 4） 

 (6) 外部資金・社会連携等の状況（様式 5） 

 (7) 企業等における業績一覧（企業、法人等からの応募の場合) （様式 6） 

 (8) 高等専門学校での教育と研究に関する抱負（様式 7） 

 (9) 推薦書（自薦を含む）1 通（A4 判任意様式） 

  （必要書類の様式 1～7は弓削商船高等専門学校のホームページを参照して

ください． http://www.yuge.ac.jp/） 

８.応募締切 令和 2 年 1 月 17 日（金） 必着 

９.選考方法 (1) 1 次選考：書類審査 

 (2) 2 次選考：面接（令和 2 年 2 月初旬） 

 ※ 面接の際の旅費等は自己負担となります。 

10.書類提出先 〒794-2593 愛媛県越智郡上島町弓削下弓削 1000 番地 

 弓削商船高等専門学校総務課人事係 

 ※ 応募書類は、封筒に「電子機械工学科教員応募書類在中」と朱書のうえ、 

   簡易書留で郵送のこと。なお、原則として提出書類は返送いたしません。 

11．問い合わせ先 弓削商船高等専門学校 電子機械工学科長 ダワァ ガンバット 

 TEL:（0897）77－4631（直通）、Email: ganbat@mech.yuge.ac.jp 

12．その他  独立行政法人国立高等専門学校機構弓削商船高等専門学校は男女共同参画を  

推進しており、業績（教育業績、研究業績、社会的貢献、人物を含む。）の評

価において同等と認められる場合には、女性を優先的に採用します。 

  応募者から取得する個人情報は、弓削商船高等専門学校の教員選考に使用す

るものであり、その他の目的には使用しません。 



別 紙 1 

 

 

弓削商船高等専門学校の教員が携わる授業以外の職務概要について 

 

 本校は、「柔軟に対応できる人材」「独創性のある人材」「高い倫理観を持った人材」の育成

を掲げ、大学とは異なる特色ある高等教育機関として「瀬戸内の拠点校」となることを目指し

ております。 

 このことから教員が携わる職務は、幅広い学生の年齢層（本科：15 歳～20 歳、専攻科：20

～22歳）に対応するため、教育、研究、学校運営のみならず学生指導や地域貢献等多岐にわた

ります。 

 以下に、弓削商船高専の教員の授業（実験実習等を含む）以外の職務についての認識を深め

ていただくために、主な職務の概要を記します。 

 

（１）学級担任 

学級担任は、一学級 40 人程度の学生に対し学級運営を通じて勉学や生活指導など、学生生活

全般にわたるきめ細かな指導を行います。ホームルーム、教室清掃の指導、クラスマッチや商

船祭、校外合宿研修など各種行事での学生指導、学生の個人面談や保護者との懇談なども行

います。 

 

（２）学校運営のための各種委員会等 

教務委員会、厚生補導委員会、寮務委員会を始め、その他各種委員会があります。学級担任な

どとの兼務あるいは複数の委員会に所属し、委員会の業務を分担して行います。また、校長を

筆頭に、教務、学生、寮務、広報の四部門に主事と企画・評価、研究の二担当に副校長を置き

学校運営を行っています。なお、主事補は各主事の補佐を行う役割を担い学校運営に携わりま

す。 

 

（３）教育、研究、地域貢献 

高専の教員は、教育、研究、地域貢献に積極的に取り組み、その成果を地域社会への貢献に

つなげることが期待されています。 

 

（４）クラブ指導 

ほぼすべての教員が、クラブ指導教員として、日常的な課外活動指導をはじめ、各種コンテ

スト・商船祭（文化祭）あるいは高専体育大会（地区大会・全国大会）の運営や高等学校体育

連盟などの各種大会および練習試合の引率、合宿時の指導などを行っています。 

 

（５）学生寮の宿日直 

本校では、原則として全教職員に学生寮の宿直（平日・土・日・祝祭日）または日直（土・日・

祝祭日）が割り当てられています。 


